
                     予算書作成の⼿順 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

繰り越したお⾦や今あるお⾦を調べて把握、確定させる 

１年分の事業計画を⽴てる…①  
（活動ごとに⽅針、内容、⽬的、時期、頻度、⼈の配置、必要なものを考える） 

＊活動の規模感をつかむ 

①の活動をするためにかかるお⾦（事業費）を⾒積もる…② 
（それぞれの活動に必要な⼈、モノ、情報、保険などのお⾦を考える） 

＊団体の規模感をつかむ 

  ②のお⾦について、それぞれ科⽬表を⾒ながら勘定科⽬に当てはめる 
（スタッフに出すお礼のお⾦は諸謝⾦、ボランティアの電⾞代は交通費など） 
＊助成⾦から出せる内容、科⽬か、その他の資⾦から出すかも考えておく 

会費や寄付、助成⾦など、１年に⼊ってくる⾒込みのお⾦（収⼊）を⾒積もる 

⾒積もった事業費（各活動にかかるお⾦の総額・費⽤）の総額を暫定的に確定させる 

資⾦（⼿元のお⾦＋収⼊）−⽀出（事業費＋管理費）を計算する 

管理費（活動以外にかかるお⾦・団体の維持のお⾦など）の総額を暫定的に確定させる 

⼿元にあるお⾦と⼊ってくる収⼊を合算。団体のお⾦（資⾦）を確定させる 
＊資⾦全体の規模感をつかむ 

資⾦が⾜りた（収⼊が⽀出を上回る） 資⾦が⾜りない（収⼊が⽀出を下回る） 

この計画で確定 計画・予算のブラッシュアップ 
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の作戦を考える 
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